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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　締　　　冒

　硫黄を禽む物質には種々慧要なる物質がある。例えばS，スチン・システイン゜メチオニン’ランチ

3－　Utン・コリオ呂γ・タウリン・サ。カリン・ヴィタミンB・・グルタチオン・チオ尿累・オリザnン・

テラポ…ル・アルバジμル・各樋のA2レブ・a・ンアミド剤・ゴム・mポナイト・或ゐ癒の染料等には沢

山の硫黄が含まれて居るo

　一般に硫黄は動物体申に多く主としてi蛋白質中に含まれて居るが，特にアルブx　P・ミノイドゆにば

多い。例えば竜髪゜角・爪・蹄・鳥の冤刎艮・華箔・兎毛・隷蚕卵殻・蛾の躰内等にはi多h。絹のpFi　lに

は少ないながらも存糧する事を知つ旗。　　　　｝

　須田及び山本は欝て（1）上田養糸専門単校に於て川瀬惣吹郎氏指諜の下に有機硫黄の定蚤法に蹴

いて研究し，川瀬法が最も禽理的で輿用的てある癖を知り，奨の結果は駒揚，東京帝火鰹単部農i芸化

単教竃，川瀬先生に逡つて置い牝が先生には御病気の故を以て露蓑するに到らなかつおo各種硫黄定

蚤法の比較は共の頃の報告擦に依つて須田がまとめたものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　奨後須田及び艸川は川瀬法が果して理論数と同じ爽験縮果をもナニらすものであるか轡か1こ就き再吟

味し刻こ川瀬絵により種々な材料につき分析し牝。

　以上の雲験を爲すに当り御指導を受けた故川瀬惣次郎戎に対し，又種々便宜を與えられ牝備州大単

繊維単部長，・伊藤武男民に深く感謝の意な表するo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　州瀬法の醗明及論議

　A．川瀬法　　　　　　　　　　　　　　　
、’

@、1
　　（1）原i麗o有機物を先づNaOHの濃厚溶液に溶鯉し更に熔融状態に於て酸化剤1〈CIO8塘カロ免て

　　　酸化して硫黄を硫酸塩となし，次に之を水に漆解しN｝X，OIE［にて申和し，更1；一一・定髭のHCI及

　　　びBaClt　JEe　dJ口えてBaSQ4の沈澱を作り之から硫黄を算出するのであるo

　　②　繰作。銀又は＝’ッケルの増蝸の中にNaOH　5　gを入れ之に20ccの水を加えて幣解しこの申に

　　　材料0．1～1．09を加えアスベスト金網上にて銀叉は昌ッケルの撹i婬棒にて時々蝿絆しながら沸騰

．　　しない程度で蒸登乾固させると，内容物は始め乳白色となり…爽に発体が褐色となる。次にアスベ

　　　スト金網を毒り直火にて稚々張く熱絃れば直に熔解し内容物捨煙を嵐す事無く鐙黄色となり，更

　　　に加熱を続行すれ醸黄色から漸次淡黄色となる。放冷後水にて内容物を中央に集め水を蒸鞘せし

　　　めた後之にKClq昌鑑を加え再び徐たに灼熱する。

　　　　銀皿中の内穿物は水を以て800ec入のビーカ…一・に洗い込み水400caを加え稀塩酸を加えて強酸

遭

　　性となし，欝かに煮沸して濠酸ガスを虫り濾縄し牝後N凪OHにて中和し更に4ceの濃塩酸を加

　　えだものに就き，常法に從い］3aClsを加えてBaSO．，の沈澱を作り其の量から硫黄を算禺する。

　　　　　　　　S　＝　】3aS（），1　＞く　O．1　874

B．理論憤の比較

　須田及び艸川は明簸なる分子講鞍を有する物質に就〆・て川焔張に依つて流趨を定燈した腸合に旺し
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捜力露與　られたもので　島C1を含有し　　．・……一…・一一一…・一雪…一一一・t－　一一一

・水分は1，25％であつt。分析材料皿は　　　Osb°購o法　　i｝4置33

以上の・蜘轍水激N・C1勘　臨饗　 1：ll

除齢直に翼室硫酸上にて12磯間乾燥し　　　　r’enisi翫ned　iα法　1　　3，98　　・

泥ものである。・　　　　　　c凝i、噌　 ｝　4．　62

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

部とに1分け先づ0．工25％KOHに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

て30分瞭沸し刻敏洗後：1…25％・H，SO　，　V－．　”C…脇間煮沸破轍灘難気瀞離麟醗欄
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鷲灘難騰醐縛謙肝驚璽難雛肇簗鴛
3．6聖

4，00

3，乃

3，1 I8

3，34

因にUystinな精製するにはio％HC1－ @　・　　　　　　　　　tt　・　　　　　・
に諮かし骨炭にてπ免色しNaO正〔にてPl　tmp”し沈澱さ鷺沈澱物｛ぱ充分水洗し乾燥すればよV、　o

　Cy＄tiu中の硫黄の理論数はC611ユ2qN2Sガより26，69％であるo　　　　　　　　　繍

有機物鱗脚樋の韻法蹴懲　　　舗繍祭　　　　　、
験蜘に壌聴検討し海処嶋儀れ毒麟G《”・us　、　　　　・　　　　鞭3暴

撚灘灘瓢翻繊ゼ析鑑1麗≧1シ齋窄慧酬＝
用す磁綿泌KGIO・灘解働ぜ鰍　　Li，bi髄　｝25，、88　i　27．47　．

劉驚鷺欝£櫻謙灘　零ll繋離剃　ll：；訓　髭：輩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
応して強アルカリ挫を暴するものである　w　　　　　　　　　　覇……｝｝……－丁國…即…trfua’－y………

からIKCIO，，ta　Na20sよりも取級いに便利である。叉KCIO，，峯硬用する揚含に嫉酸化の遡度も力口滅す

ることが出褒るので露用的には川瀬法に依るのが最も便利であるo

　　　　　　　　　　　　　種々なる物質中の硫黄に就いて

　以上の外硫黄を含む種々なる有機物質中の硫黄の鐙を川瀬法に依つて分析を行つたが興の結渠は次

の如くであつたo

　A．　動物質材料　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　，　　・

灘馳騰的妨法である・郷～・・一・～鞭酬……憾並難姦並＝π
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＿一＿。＿＿墨血。真＿＿＿。＿＿＿＿B・騒囎物職・　㌃：・
ノ乞運L　隈獅㌣L糎分中蜘を除い鰍・・｛穐の縮・・gを…蝋

へ晒 ﾓ・・峨11・4・　1・・釧・・62ず・．轍齢一して瀦1，にて顯乾肌膠

撫㌦鷺砿1：：il識1｛：蹴黙講1
沢蟹の断　　　　｛　　［　’・10．60　エ0⊃。（》に乾燥し牧勲禰晩擁｝総之はざ

゜・25％恥・姻礁2鵠％であ微調麟職轍ナトリウムと共に鰍嚇喚の氷職夜に
鵬瀬の反応撚み働珂げルシ・ドナ・リ・・附す・嚇棚瞭であつ1・が轍鋤附
は納々撒弼Pあ？た。　　　　　　　、　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

鰍隔欄駅噸噸囎紳歩いが・蛛し織細中には軟獺の舗が葬励も．

騰轍欝の申嘩賜噸き矛聯であ残　、

読一鷺醸壷鎌鷺糠1覧謬驚禦篶灘黙誌
　　　　　　　　　　　　　　　　　概磁鷲磁灘漉蕪蒙饗灘灘騨繋1

・・ゴ・兎剰　　｛・・4・臣3・・・・・…1のビ帥かに鋤水3°°ce物えて塒間煮

ヵゼ @ィ　ン1　　　　　　エ3，58　10．eo　　LO4　　沸し硝子濾渦器（1G］）にて灘澗し其の残澄

9曜醐剥　　117・3・ll・62i1…　に再び水勧ロえ℃塒間細llして吸引遡し

Pt　fl”、嶺　1．懸．、

煙蔦の吸薇i・携ジF，）

瀦‘　　　　　荷

　　　葱
ヨ三　　　ネ　　　ギ

ト　榊　ガ　　ラ　シ

94，34

85，79

91、14

、1 Q：，

蹴；；じ灘纏轡洋耀轡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘・　　要　　　・　　『　　，　　　　　1

α）荷機物申硫費の各種避量法に就て璽検的に比較検討し弛処に依れ催州瀬法綜最も禦縛胸である事

　捻知つナt’o’　　　　　　　　　　　　　1　　　　’

②　ヱ）e臨Benedict法嫉幾分小なる価癒示もナこ。

⑧種々の有機物申の硫黄含鑑に蹴いてぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・

　a．　牛角フ）黒色当ドは彦1色音βよりも硫黄の含量力胃多力、つナニo

④　蹴物体は櫨物俸よりも二般に蚕白の含彙が多い。從つて硫黄の含盤も多い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献

ω須田讃＝・山本里六郎一…Pt槻硫黄の定童法に就て未発表）

〔2｝1・B・0曲㎜①h・A・inu・1・R。P・・t　r。r　19。0。f　the　C。un．　Ag・i・油・p．楓量。，，　N．・、wエ1。マ，。，　U．q．．A．弱3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1901）
（3）　TREADW起LL　HALレAnalytieal　Ghen｝istry　V，，1，2．337（正935）
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　　（4）　’東京大学一農芸イヒ鍔諄…分析書　　下巻　391－392　（1950，

　　（5）　　後藤絡…多く一有牲蓮イヒ学　13－14　（1946）

　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sumlnary

　　（1ΣAcc・・di・g　t・・脚i・ie・it・1・・肌脚，1・…。f…i…ki・・ls・f　d曲畑舳。f・・g曲sgl－

　　　　1・hu・，　the　CARIus　m・th・d　i・the・u…i・1・t・・1…．B・th　th・Os・・RNE・a）・d　th・K今wAsE　1…th・d・

　　　　haVe　9ヨveロ　m創rlyモ’1）e　sa！ne　reβ1世s　as憤1e　UARsuS　meth⑪cl，　P（，ta罫sium　ehl｛｝rate，　an　Qxydizirirg

　　　　・g・uい…cl・in．th・KAWASE　m・th・d，　i脚t　d・li・1uetseeii’t．iuud　’is　a　u・utral　m就士…whi1・s。di・撒

　　　　1）eroxide，　an　oxydizing　agen七iugecl　ill　the　OsBoRNEエ亘就h　od，　is　higllly　deli　quescent　al’lcl　reactS

　　　　，i，・理1y　wi士h　wat・x’・t・・h・w・t・’・UIS・1k・1iuity．　The・・。f・・e，廿・e　f・・mer　if　easi…t・hm・d1・th・u

　　　　士he　1就ter　ahd　is　1）ossible　c）f　rogu1｛鳩11Lg七he　I　I｝ee〔1　Qf　oxidat｛ori三〇｛｝n鼻eq犠ently　the　KAWAsE　n1Gtl1Qd

　　　　i，七1、e　m。s七c。Uv，riient・f。，1・、’・・Ctice．The　DENIs難EN鷺D・cT　1…Lh・d・1・・wed・s・麟・h就1・轍valu¢・

　　（2）The・ul1・hur　c・ユrt・nt・Qf幅・u・kh・d汚・f噸・ie　1蝋・1・，・．一・ls』d・融in・d　are　as　f・11・ws・

　　　　をし，　　　「rhe　I）1εしcl【　1》art　of　　a　c｛㌔tt1（｝，s　1／iQni　co〕11t’tvilrs）1、Ql’e　臼u11）｝111r　：1：hl】し1L　tl｝（｝　、v】li士c　I）ε㍉rt．

　　　　b，　An　aエ血ial　body　g鋤e撒11y　co瞭煎s脚re　1）rσヒein　th蹴apl蹴b　cloeso職d　isoα．）u七ainsi　uL⑪re

　　　　　　sulPhllti．

　　　　・，S・IVhltr｛鵬伽七il・1・・i・・ivally・fin　th・f・ti・’・1・’　・f・the・，　a・d　is　a　great　cT・・h。簑t・岬｛n
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　　・　　　TLerefore，　it　is　ueees溺』ry　t（⊃doteユ・ユ1，tiuci　it瓢、s　f1・e3h）1raterials秘r俘taking　fre簿h　inttterialsi，｛渇s　sx

　　　　　　繊Φle，　F・r　this　1）t・rP鵬the　KAwAs恥工。thQ（1　i’rs・tlie　m・s七（L・・nvezaient⑪ue・
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　　　　　Further　he就i㎎ma’kes　thc　cok》ur　from　yeUow　gra魚凪11γ　士o　・white．　After　matural　cooling，

　　　　　w翻1tlle　colitents　with　water，　collcct　them　ceuatrally，　evaporate，鋤d　add　l　g，（》f　KC10β．

　　　　　　　　王⊃our　、vitl1　、vateユr　the　c⑪ntents　iJl　tho　cユ：uGi｝）1e　ixkto　　a　be｛ヨLker　　of　　800　　Gc　and工　a｛1（1　｛皇00　　cc．　｛｝f

　　　　　water　a［ricl　theu　add　some　dilute　HCI　to　ixrake　the’ix’tzcidi／ty・Btro㎎，　a瓜d　boil　lt　ge1唄y　to　expol

　　　　　CO2鋤d　af士er　f量1士rati㎎iiL・utralize　with　NHiOI工繊（1　a（1（14・　ca　gf　conc　HCL　In　ac（1ρrd繊ce

　　　　　witll　ordiuary　1）roceclure，　add】3乳Cl2　to　foエ・m　a　pred1｝itεLte　of　BaSO4，　from　wllich　th¢　anlolu’1七

　　　　　Qf　suユphur　is　d。termi真ed。
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